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「良し！　まぁ、こんなもんだろ」




　硯に筆を置き、俺──張家の拾われ子である隻影は、一通の手紙をようやく書き終えた。

　ひょんなことから知り合った、一見幼女な大商人の跡取り娘──王明鈴宛だ。

　ああ見えて俺よりも年上なんだよな、あいつ。

「ん～──……」

　悪巧みをする時以外は子供っぽい、栄帝国の首府臨京に住む栗茶髪の少女を思い出し、俺は自室の椅子に座りながら身体を伸ばした。

　今、俺がいる北辺の中心都市である敬陽と臨京は、大陸を南北に貫く大運河で繋がっている。明日にでも手紙を送れば、数日後には明鈴の下に届くだろう。

　心地よい夜風が吹き、灯りが揺れた。

　丸窓の外には、雲に半ば隠れた大きな満月が浮かび、無数の星々も瞬いている。こればかりは、『今も昔』も変わらない。

　……思ったより手紙を書くのに時間を喰ったし、もう一度風呂にでも入って来るか？

　張家の屋敷には天然温泉が湧いていて、何時でも入浴出来るのだ。

　そんなことを考えていると、

「来ました」

　頭を布で拭きながら、銀髪蒼眼の美少女が部屋に入ってきた。薄手の寝間着姿で、髪もおろしている。

　──張白玲。

　親父殿こと、栄帝国随一の名将【護国】張泰嵐の長女であり、俺の幼馴染の少女だ。

　白玲はさも当然のように進み、普段通り長椅子へ腰かけようとして──ある一点を凝視した。

「どうしたー？　取りあえず、まず髪をちゃんと拭け。風邪ひいちまうぞ？」

　幼い頃からの習慣で、夜は必ず俺と話してから眠る少女の様子を訝しく思いつつも席を立ち、舶来品の硝子瓶から碗に水を注いだ。

　星空を眺めながら飲んでいると、白玲はつかつかと机へ向かい、素早く視線を走らせた。

　……おや？　様子がおかしいような？？

　近くの文机にそーっと碗を置き、逃走の判断を下そうとし──その前に白玲はゆっくりと振り返り、美しく微笑んだ。

　背筋に激しい悪寒が走る。

　千年前に生きた不敗の大将軍皇英峰の記憶を持つ、俺が気圧されている、だとっ⁉

　銀髪の美少女が表情を変えないまま、質問してきた。

「──……隻影、説明をお願いします」

「せ、説明と、言いますと？」

「とぼける気ですか？」

　思わず丁寧な口調で聞き返すと、白玲が一歩前へと踏み出した。俺は一歩後退。

　白玲が二歩進み、俺も二歩後退。

「この御手紙の件です。『王明鈴様』とありますが？」

「え、えーっと……だ、な。あ、あいつには糧食の件で世話になったし、手紙くらい書くのは、一般的な礼儀なんじゃないかと…………」

「…………へぇ」

　白玲が冷たく呟き、一気に距離を詰めて来た。

　恥も外聞もなく逃げ出そうとするも、背中に壁がつく。ふ、不覚っ！　

　長い銀髪と宝石の如き双眸を煌めかせ、白玲は俺へと詰め寄り、極寒の視線を叩きつけてきた。

「貴方は臨京に行っている時、私へこんなに丁寧な手紙を書いてくれませんでした」

「うっ！　そ、それはその、だな……」

　つい先日まで、俺は親父殿の命を受け白玲と離れ、一人臨京へと赴いていた。

　色々あって明鈴と出会い、無事敬陽に帰って来たわけだが……白玲が更に詰ってくる。

「貴方は『半月に一度、必ず手紙を書く』と、私に約束をしていました。けれど、その約束は守られませんでした。……なのに、王家の娘には手紙を書くんですね」

「…………」

　怒り半分、拗ね半分。

　こうなってしまった白玲の機嫌を取るのは、容易じゃない。……どうしたもんか。

　銀髪の美少女が胸を軽く殴ってくる。

「私は寛大なので言い訳を聞いてあげます。『王明鈴には長く丁寧な手紙を書き、張白玲には簡素で何でもない手紙を書いてきた』。さ、その理由は？」

「あ～……さっきも話した通り、明鈴は糧食問題解決に知恵を貸してくれて、しかも動いてもくれた張家の恩人だろ？　幾ら何でも、礼の手紙を砕けた内容には出来ないって。で、お前は」

　流石に言い淀む。俺とて羞恥心はあるのだ。

　しかし──今晩の白玲は許してくれず。

　背伸びをして、俺の瞳を美しい蒼眼で覗き込んでくる。

「私は？」

「──……お前は」

　観念して、耳元で小さく小さく囁く。

「家族だから。甘えた」「！」

　瞬間──部屋の中に月光が降り注いできた。雲が外れたようだ。

　キラキラと白玲の銀髪と蒼眼が輝き、微かに口元を緩めた。

「──……ふ、ふ～ん。そうだったんですね。手紙の約束を破ったのは許され難い大罪ですし、全部納得したわけじゃありませんが」

　こてん、と頭を俺の胸に押し付け、美少女が歓喜を隠せていない甘えた口調で続ける。

「今回だけは許してあげます。感謝してくださいね？」

「…………仰せのままに」

　俺は瞑目し、軽く白玲を抱きしめた。

　結局──この御姫様には敵わない。
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